
一般用表面 

一般用漢方製剤「防風通聖散」を肥満症に使用するときの留意点 
肥満症について 

肥満症と防風通聖散 

BMI＝体重kg÷身長m÷身長m 
この指数２２をもって標準体重の算出法とすることが日本肥満学会により提言されている。 
標準体重＝２２×身長m×身長m

１．肥満症とは※ 
　肥満症とは肥満に起因ないし関連する健康障害を合併するか、その合併が予測される場合で、医学的に
減量を必要とする病態をいい、疾患単位として取り扱う。 
 
２．肥満症の診断基準※ 
　BMI（Body Mass Index）を指標に判定する。BMI≧２５のとき「肥満」である。 
　BMIが２５以上で、次のＡまたはＢのような状態であれば「肥満症」と診断される。 
（Ａ）肥満による健康障害 
　　２型糖尿病・耐糖能障害、脂質代謝異常、高血圧、高尿酸血症・痛風、冠動脈疾患：心筋梗塞・狭心症、

脳梗塞：脳血栓症・一過性脳虚血発作、睡眠時無呼吸症候群・Pickwick症候群、脂肪肝、整形外科的疾
患：変形性関節症・腰椎症、月経異常 

（Ｂ）内臓脂肪蓄積の判定基準 
 
 
 
 
 
 
 
 ※新しい肥満の判定と肥満症の診断基準（日本肥満学会）より 

　防風通聖散は、腹部に皮下脂肪が多く、便秘がちなお客様で、高血圧の随伴症状(どうき、肩こり、のぼせ)、
肥満症、むくみ、便秘の方にご使用下さい。 

１．防風通聖散の効能 

お客様への服薬指導について 
　「発熱(38～39℃)、ぶつぶつ様の発疹、食欲がなくなる、気分が悪くなる、下痢になる、しだいに強くなる
全身のだるさ、皮膚や白目が黄色くなる、体がかゆい」などの症状に気づかれた場合には、服薬を中止してす
ぐにお医者様に受診頂ける様、ご指導下さい。 

(参考：『重大な副作用回避のための服薬指導情報集』日本病院薬剤師会 編　薬業時報社) 
 

　参考　防風通聖散は肥満症で実証の体質の方にしばしば用いられます。血圧が高くても、痩せ型で顔面蒼白なもの、また、防風通
　　　　聖散を服用して著しく食欲が衰えたり、不快な下痢を起こす人には使用を中止してください。 

(参考：『一般用漢方処方の手引き』厚生省薬務局 監修　薬業時報社) 
※「効能・効果」については、製品の添付文書でご確認下さい。 

薬局薬店の皆様へ 

腹部には多くの 
皮下脂肪がある 

太鼓腹 
腹は臍を中心に 
膨満かつ充実 

のぼせ 

肩こり 

便秘 

動悸 

「防風通聖散の効能を確認して下さい。」 

「防風通聖散の服用で重篤な肝機能障害の症状が起こることがあります。」 

「肥満症の診断基準を満たしたお客様にお勧め下さい。」 

スクリーニング検査 
ウエスト周囲径計測 
男性：８５cm≦ 
女性：９０cm≦ 
（上半身肥満） 

内臓脂肪蓄積 肥満症 
腹部CT検査 

内臓脂肪面積１００cm2≦ 
 

（内臓脂肪型肥満） 
 
 



裏面 


